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は じ め に

　カスミサンショウウオHynobius nebulosus

は，愛知県以西の本州，四国，及び九州の一

部に分布する日本固有種である。四国では香

川県と徳島県にその分布域が認められ（松

井，７５５8），香川県では五剣山，五色台，琴

平山などの山塊群の山麓や丘陵地に分布す

る（篠原，７５５6a）。本種の産卵は，水深が安

定的に維持される水田，用水溝，池，及び湿

地などの浅い止水中あるいは緩やかな流れの

ある水中で行われ（倉本・川路，６97８；夏

原ほか，７５５７a１-b；篠原，７５５6b），それら水

環境と大きく関わっていることが報告され

ている（樫原，７５５9；松本ほか，７５６７）。近

年，水田の休耕，廃田，圃場整備，丘陵地の

宅地化，及び土地の乾燥化などによって，産

卵に適した水域が少なくなるとともに，本種

の分布域も縮小傾向にある（柴田，６979；川

田，７５５９）。

　香川県では，本種の産卵確認地点数及び産

卵数は，７５５5-７５５8年にかけて減少傾向にあ

ることが報告されている（樫原，７５５9；松本

ほか，７５６７）。本研究では，７５６７年と７５６6年

に篠原（７５５6b）と同じ地点で本種の産卵に

関する調査を実施したので，その結果を踏ま

えて，近年の香川県内におけるカスミサン

ショウウオの産卵状況を報告する。

材料と方法

　カスミサンショウウオは全長約７-６７cm

の小型サンショウウオである。２月から４

月上旬にかけて６５５個程度の卵が入ったバナ

ナ状の卵嚢を一対，水中の枯れ枝や枯れ葉

などに夜間産みつける（松井，６98７；篠原，

７５５6b）。孵化した幼生は，ミジンコやユス

リカの幼虫などの水生動物を捕食しながら

約４ヶ月間水中で生活し（夏原ほか，７５５７a１-

b），全長約４cmに成長する（松井，７５５8）。

その後，変態して亜成体と成った個体は陸に

上がり，節足動物やミミズなどを捕食し，産

卵場所近くの林床で暮らす。雄は生後１-２

年で，雌は生後２-３年で性成熟すると考え

られており（Thoおn１ル６968），その寿命は約６５

年である（夏原ほか，７５５７b）。本種は香川

県では絶滅危惧Ⅱ類に指定されており，その

個体数は近年減少傾向にある（川田，７５５９）。

　篠原（７５５6b）に従い香川県内７7地点（三

豊市９地点，まんのう町８地点，高松市４地

点，坂出市４地点，及び綾川町２地点）の
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水域で７５６７年と７５６6年の２月中旬から４月中

旬に野外調査を行った（図１）。７５５5年につ

いては篠原（７５５6b）のデータを，７５５6年と

７５５8年については樫原（７５５9）のデータを用

いた。各地点とも毎年２回調査を行った。

　各地点において水域内にある卵嚢を目視で

計数し記録した。１回目の調査で卵嚢を確認

した場合，その位置も記録し，２回目の調査

では新たに付加された卵嚢を記録した。２回

の調査で確認された総数をその地点の「卵嚢

数」とした。見つけた卵嚢は，付着物と共に

水中から取り出し，水を張ったバットに入

れ，卵嚢内の卵を計数した後，元の位置に戻

した。一対の卵嚢ごとに，２つの袋内にある

卵数の平均値を算出し「片卵嚢中卵数」（個

体の栄養状態の指標（篠原，７５５6b））とした。

各地点で確認された全卵嚢について片卵嚢中

卵数を算出し，その平均値を各地点の片卵嚢

中卵数とした。

　卵嚢数，卵数，及び片卵嚢中卵数の年変動

の統計分析では，標本数が小さく各値の分布

に正規性が保証できないため，ノンパラメト

リック検定を用いた（卵嚢数と卵数につい

てはFおiedman検定，片卵嚢中卵数について

はKおきかkal２Walliか検定）。なお，全ての年で

卵嚢が確認できなかった３地点（図１）は，

統計分析から省いた。統計分析にはJMP-９

（SAS-Inかがiがきがe-Inc３）を用いた。

結 果

　計５ヶ年中，卵嚢が確認された年の数が

４-５回の地点は７地点，２-３回の地点は

６７地点，０-１回の地点は８地点であった

（図１）。卵嚢確認回数が４-５回の地点は，

高松市と坂出市にまたがる五色台の山間，及

び三豊市・まんのう町の山裾に位置し，付近
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図１．-香川県内各調査地点と卵嚢確認回数．卵嚢確認回数とは，５ヶ年の調査中，卵嚢が確認された年
の数を示す．産卵場所の消失は，A：圃場整備による，F：流水による，I：障害物又は干上がり
による．＊は５ヶ年とも卵嚢が確認されなかったことを示す．
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に田畑はなく，圃場整備や流水などによる産

卵場所の消失は確認されなかった。卵嚢確認

回数が２-３回の地点中，７５６７年には三豊市

の２地点で圃場整備により，１地点で川の流

水により産卵場所が消失した。７５６6年にも三

豊市の１地点で川の流水により産卵場所が消

失し，まんのう町の１地点で用水路上にコン

クリート製の蓋が設置され，カスミサンショ

ウウオが産卵場所へ進入することが不可能

となった。卵嚢確認回数が０-１回の地点中，

７５６７年には坂出市の１地点で川の流水によ

り，三豊市の１地点で圃場整備により，まん

のう町の１地点で用水路の干上がりにより産

卵場所が消失した。産卵場所が消失したこれ

ら計８地点（図１）では，今後産卵が見込め

る可能性は極めて低い。

　卵嚢が確認された地点数，全地点で確認さ

れた卵嚢の総数，及び卵の総数はいずれも，

７５６７年に比べて７５６6年に増加したが，両年と

も７５５5-７５５8年に比べるとかなり小さい値で

あった（表１）。

　各地点の卵嚢数，卵数，及び片卵嚢中卵

数のいずれにおいても，有意な年変動が確

認された（Fおiedman-がeかが１ル 卵嚢数：χ２
＝

９８３８１-p＜５３５５５６１ル卵数：χ
２
＝９９３５１-p＜５３５５５６；

Kおきかkal２Walliか- がeかが１ル 片卵嚢中卵数：χ
２
＝

７6３５１-p＜５３５５５６；図２）。卵嚢数には７５６７年と

７５６6年の間に有意な差はなく，それらはい

ずれも７５５5年及び７５５6年よりも有意に少な

かったが，７５５8年とは有意には異ならなかっ

た（図２）。卵嚢数は近年，減少傾向にある

ことが伺える。卵数には７５６７年と７５６6年の間

表１．カスミサンショウウオの産卵状況

７５５5年 ７５５6年 ７５５8年 ７５６７年 ７５６6年

卵嚢確認地点数４７7地点 ７８ ６9 ６９ 5 8

卵嚢の総数 ６78 ６5９ 99 ８８ ９５

卵の総数 ７5１９6７ ６6１667 9１77９ ９１５５7 ９１９9８

図２．-卵嚢数，卵数，片卵嚢中卵数の年変動．各箱ひげ図の水平線は下側から，６５％，７5％，5５％，
75％，及び9５％のパーセンタイルを示す．異なるアルファベットを記した年と年の間には多重比
較により統計学的有意差（p＜５３５5）が検出された．片卵嚢中卵数の箱ひげ図の下側にある数字は
各調査年における標本数を示す．
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に有意な差はなく，それらはいずれも７５５5年

よりも有意に少なかった（図２）。７５６6年の

卵数は７５５6年と有意には異ならなかったが，

７５６７年の卵数は７５５6年よりも有意に少なかっ

た。７５６７年及び７５６6年の各卵数は７５５8年と有

意には異ならなかった。卵嚢数ほど明瞭では

ないが，卵数も近年，減少傾向にあることが

伺える。７５５6年，７５５8年，及び７５６6年の片卵

嚢中卵数はいずれも，７５５5年よりも有意に少

なかったが，７５５6-７５６6年の間で片卵嚢中卵

数が有意に異なる年の組み合わせはなかった

（図２）。つまり片卵嚢中卵数は７５５6年以降，

明瞭に変動していないことが伺える。

　計５ヶ年中，卵嚢が確認された年の数が４

-５回の７地点，２-３回の６７地点，及び１回

の５地点のいずれにおいても，卵嚢数に有意

な年変動が確認され（Fおiedman-がeかが１４-５

回４５年，χ２
＝６５３8１-p＜５３５5；２-３回，χ

２

＝７8３７１-p＜５３５５５６；１回，χ
２
＝６７３５１-p＜５３５5），

全て減少傾向を示した（図３）。卵嚢確認回

数が４-５回の地点及び１回の地点では，卵

嚢数が有意に異なる年の組み合わせはなかっ

た（図３-イ，ハ）。卵嚢確認回数が２-３回

の地点では，卵嚢数には７５６７年と７５６6年の間

に有意な差はなく，それらはいずれも７５５5年

及び７５５6年よりも有意に少なかったが，７５５8

年とは有意には異ならなかった（図３-ロ）。

卵嚢数は近年，卵嚢確認回数が２-３回の地

点で顕著に減少したことが伺える。

　卵数に関しては，卵嚢確認回数が４-５回

の地点では有意な年変動は確認されなかっ

た（Fおiedman-がeかが１-χ２
＝6３7１-p＞５３５5；図４-

ニ）が，卵嚢確認回数が２-３回の地点，及

び１回の地点では有意な年変動が確認され

（２-３回，χ
２
＝８６３６１-p＜５３５５５６；１回，χ

２

＝６７３５１-p＜５３５5），いずれも減少傾向を示し

た（図４-ホ，ヘ）。卵嚢確認回数が１回の地

点では，卵数が有意に異なる年の組み合わせ

はなかった（図４-ヘ）。卵嚢確認回数が２-

３回の地点では，卵数には７５６７年と７５６6年の

間に有意な差はなく，それらはいずれも７５５5

年よりも有意に少なかった（図４-ホ）。７５６6

図３．-卵嚢確認回数が４-５回４５年（イ），２-３回（ロ），及び１回（ハ）の各調査地点における卵嚢数．
各箱ひげ図の水平線は下側から，６５％，７5％，5５％，75％，及び9５％のパーセンタイルを示す．
異なるアルファベットを記した年と年の間には多重比較により統計学的有意差（p＜５３５5）が検出
された．
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年の卵数は７５５6年と有意には異ならなかった

が，７５６７年の卵数は７５５6年よりも有意に少な

かった。７５６７年及び７５６6年の各卵数は７５５8年

と有意には異ならなかった。卵嚢数ほど明瞭

ではないが，卵数も近年，卵嚢確認回数が２

-３回の地点において減少傾向にあることが

伺える。

考 察

ル計５ヶ年中に卵嚢が確認された年の数が４-

５回の地点は，五色台の山間，及び三豊市・

まんのう町の山裾にあった。一方，他の地点

では，圃場整備，流水，障害物，及び干上が

りによる産卵場所の消失が確認された。人手

が入り易い田畑や洪水が発生し易い川などで

は，カスミサンショウウオの産卵場所が攪

乱・破壊され易いようである。本種の産卵は，

水深が安定的に維持される浅い止水中，ある

いは緩やかな流れのある水中で行われる（倉

本・川路，６97８；夏原ほか，７５５７a１-b；篠原，

７５５6b；樫原，７５５9；松本ほか，７５６７）ため，

田畑や川などが付近にある不安定な水域で

は，既存の産卵場所が今後も消失する可能性

は高い。卵嚢確認回数が２-３回の地点では

７５６７年以降，６７地点中５地点で産卵場所が消

失し，卵嚢数や卵数が顕著に減少した（図３

-ロ，図４-ホ）。カスミサンショウウオは産

卵場所から７５５-９５５mしか移動しない（夏原

ほか，７５５７b）ため，産卵場所が１つ消失し

ただけで，地域個体群の繁殖が不可能になる

可能性がある。本種の個体群維持は，五色台

や山裾にある人手の入り難い安定した水域以

外では，目下困難な状況にあることが示唆さ

れる。

　７５５5年から７５６6年にかけて，卵嚢の総数

は減少傾向にあり（表１），各調査地点の卵

嚢数も大きく減少した（図２）。カスミサン

ショウウオの雌は年に１度しか産卵を行わな

い（夏原ほか，７５５７a１-b）ため，卵嚢数は産

卵を行った雌の数を意味する。つまり近年，

各調査地点とも産卵雌数が減少傾向にあると

考えられる。また，卵の総数も大幅な減少傾

向にあり，７５６７年と７５６6年の卵の総数はいず

れも７５５5年の約１４６であった（表１）。各調

図４．-卵嚢確認回数が４-５回４５年（ニ），２-３回（ホ），及び１回（ヘ）の各調査地点における卵数．
各箱ひげ図の水平線は下側から，６５％，７5％，5５％，75％，及び9５％のパーセンタイルを示す．
異なるアルファベットを記した年と年の間には多重比較により統計学的有意差（p＜５３５5）が検出
された．
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査地点で７５５5年は他の年よりも卵嚢数のみな

らず片卵嚢中卵数も多い傾向にあった（図

２）ため７５５6年以降，産卵雌数の減少に加え

て，雌の栄養状態が低下したことも伺える。

しかし，７５５5年を除くと，片卵嚢中卵数は年

によって大きく変動することはなく，７５５6-

７５６6年の各調査地点における卵数の減少は主

に卵嚢数，つまり産卵雌数の減少に起因する

と考えられる。産卵場所が消失しなかった卵

嚢確認回数が４-５回の地点でも，卵嚢数・

卵数ともに減少傾向を示した（図３-イ，図

４-ニ）ため，産卵場所の消失以外にも産卵

雌数の減少を招く何らかの要因が働いている

と推察される。本種の寿命は約６５年であり

（夏原ほか，７５５７b），７５５5年や７５５6年に孵化

した多くの個体が既に産卵を行えないとする

と，今後益々産卵雌数が減少し，それに伴

い，卵嚢数や卵数も加速度的に減少すると予

測される。今後も調査を継続し，本種の産卵

の動向を追っていく必要があろう。
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